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【 

十
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
一
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

行
田
市
倫
理
法
人
会 

会
長 

川
辺 

秀
夫
（
㈲
中
央
百
貨
店
） 

テ
ー
マ
『
私
の
商
い
、
倫
理
経
営
に 

向
け
て
』 

・
八
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

副
事
務
長 

作
村 

直
人
（
富
士
産
業
㈱
） 

 

テ
ー
マ
『
継
承
の
倫
理
』 

・
十
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

専
任
幹
事 

北
嶋 

敏
久
（
㈱
北
陽
） 

 

テ
ー
マ
『
襟
元
を
正
し
て
再
出
発
！
』 

・
二
十
二
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

八
潮
市
倫
理
法
人
会 

会
長 

 

佐
藤 

博
信
（
㈲
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
ズ
） 

テ
ー
マ
『
夫
婦
は
一
対
の
反
射
鏡
』 

・
二
十
九
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

社
団
法
人 

倫
理
研
究
所 

 

 

首
都
圏
方
面
長 

中
島 

康
弘 

テ
ー
マ
『
決
心
が
環
境
を
変
え
る
』 

◆ 

幹
部
研
修
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
） 

・
二
十
八
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

 
 

会
場
は
南
越
谷
一
丁
目
自
治
会
館 

 

首
都
圏
方
面
長 

中
島 

康
弘 

テ
ー
マ 

『
明
朗
』 

＊ 

参
加
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

吉田氏

 

中村会長 

22 年度、最後のＭＳに感謝の挨拶 
生
）
に
入
り
、
挨
拶
の
基
本

を
徹
底
的
に
指
導
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
自
己
肯
定
感
が

大
事
で
自
分
を
磨
か
な
け

れ
ば
部
下
を
指
導
出
来
な

い
。
注
意
の
仕
方
で
も
、
マ

イ
ナ
ス
言
葉
か
ら
入
る
の

で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
言
葉
で

指
導
す
る
。
途
中
帰
宅
し
た

時
、
妻
か
ら
倫
理
の
不
平
・

不
満
を
二
時
間
聞
き
、
土
下

座
し
な
が
ら
誠
心
誠
意
謝

罪
。
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ

た
こ
と
が
倫
理
塾
の
成
果

で
す
。
』
と
爽
や
か
な
笑
顔

で
話
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
講

話
に
拍
手
喝
采
。
今
回
も
三

十
社
三
十
五
名
の
参
加
が

あ
り
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

《
八
月
二
十
七
日
の
М
Ｓ
》
朝
霞
市
倫
理
法
人
会
、
幹
事

の
吉
田
友
紀
氏
（
㈱
マ
イ
カ
ー
三
喜
）
を
お
招
き
し
、
『
遅

刻
で
変
わ
り
ま
し
た
』
を
テ
ー
マ
に
、『
高
校
三
年
の
時
は
、

百
八
回
も
の
遅
刻
を
し
、
見
事
に
専
門
学
校
の
受
験
に
失

敗
。
三
喜
と
は
、
①
お
客
様
の
喜
び
②
社
員
の
喜
び
③
車
の

喜
び
で
す
。
中
古
車
を
息
子
や
娘
の
よ
う
に
、
ピ
カ
ピ
カ
に

磨
き
上
げ
嫁
入
り
の
よ
う
な
気
持
ち
で
納
車
し
て
い
ま
す
。

社
長
の
勧
め
（
命
令
）
で
，
Ｍ
Ｓ
に
出
席
し
、
講
話
が
面
白

く
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
に
後
継
者
倫
理
塾
（
五
期

す
る
大
き
な
目
標
に
向
か
い

元
気
な
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

倫
理
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て

い
れ
ば
、
身
の
回
り
に
良
い

事
が
帰
っ
て
き
ま
す
。
」
等
、

笑
顔
で
の
体
験
報
告
に
大
変

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
出
席

は
、
四
十
八
社
五
十
二
名
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

清水氏

 23 年度、最初のＭＳで新たな決意を表明 

中村会長 

中
村
猛
会
長
（
㈱
新
興
設

備
）
の
挨
拶
。
会
長
職
三
年
目

に
入
り
ま
し
た
が
、
反
省
点
が

多
く
自
問
自
答
の
連
続
で
す
。

最
後
の
一
年
間
、
若
手
を
登
用

し
悔
い
の
無
い
よ
う
や
り
終

え
た
い
。
全
て
は
会
の
た
め
基

盤
作
り
に
明
る
く
楽
し
く
頑

張
り
ま
す
と
、
決
意
を
語
る
。

《
九
月
三
日
の
М
Ｓ
》 

新
年
度
最
初
の
Ｍ
Ｓ
に
は
埼
玉

県
西
北
地
区
長
（
鶴
ヶ
島
倫
理
法
人
会
）
の
清
水
良
一
氏
（
㈱

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
企
画
）
を
お
招
き
し
、
『
倫
理
経
営
と
会
社
経

営
』
を
テ
ー
マ
に
、
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
倫

理
は
良
い
こ
と
を
学
ん
で
い
る
会
で
す
。
普
及
は
大
変
で
す

が
、
大
変
と
思
わ
ず
自
信
を
持
っ
て
勧
め
る
。
九
月
が
ス
タ
ー

ト
で
、
毎
日
が
普
及
で
す
。
一
万
円
で
、
月
に
四
回
も
勉
強
で

き
、
職
場
の
教
養
三
十
冊
貰
え
、
仲
間
が
増
え
て
、
本
当
に
安

い
会
で
す
。
」
そ
し
て
、「
日
本
創
生
、
日
本
を
創
り
直
そ
う
と
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鹿児島県与論島出身の竹本氏 

新年度役員の辞令交付式の様子 

正
直
に
伝
え
た
ら
、
夫
が
変
わ
り
、
業
績
が
伸
び
利
益

も
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
倫
理
の
お
陰
と
思
い
、

ま
た
神
様
に
も
感
謝
で
す
。
祖
父
母
の
会
社
を
再
創
業

す
る
の
が
今
後
の
夢
で
す
。
」
と
感
動
の
体
験
報
告
、

素
晴
ら
し
い
講
話
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
九
月
十
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

草
加
市
倫
理
法
人
会
専
任
幹

事
の
竹
本
幸
枝
氏
（
㈲
コ
ス
モ
カ
ー
ゴ
）
を
講
師
に
お

招
き
し
、
『
倫
理
が
導
い
た
夢
と
目
標
』
を
テ
ー
マ
に

「
夫
は
、
毎
日
、
二
十
四
時
間
、
自
慢
話
を
し
ま
す
。

寝
て
も
覚
め
て
も
凄
い
会
社
だ
と
い
い
続
け
ま
す
。
営

業
が
苦
手
の
私
は
、
売
り
上
げ
も
上
が
ら
ず
失
敗
だ
ら

け
で
し
た
が
、
会
社
を
経
営
す
る
大
き
な
夢
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
男
性
に
は
負
け
た
く
な
い
、
夫
に
も
負
け

た
く
な
い
。
自
宅
を
購
入
し
た
運
命
の
日
、
夫
に
つ
い

て
い
く
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
が
第
二
の
試
練
が
待
ち

受
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
振
り
返
る
と
自
分
を
見
つ

め
る
良
い
時
間
で
し
た
。
」
そ
の
後
、
「
夫
が
一
番
で
、

夫
が
最
優
先
と
す
る
よ
う
に
変
わ
り
、
ヘ
ソ
ク
リ
ま
で

 

 

《
九
月
二
十
四
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

越
谷
市
倫
理
法
人
会
、
新
年
度
事

務
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
飯
田
剛
氏
（
㈲
飯
田
商
会
）
よ
り
『
五

十
一
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
始
め
に
「
五
十

一
は
年
齢
で
す
」
と
笑
い
を
誘
い
、
「
イ
ギ
リ
ス
で
発
祥
し
た
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
は
、
良
き
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う
野

外
活
動
を
中
心
と
し
た
実
践
で
す
。
長
期
間
の
指
導
を
通
し
て
、

根
っ
こ
の
部
分
で
は
倫
理
活
動
と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、「
教
育
問
題
で
は
子
ど
も
達

の
闇
は
濃
く
て
、
学
校
生
活
を
危
惧
し
て
い
る
。
教
育
の
再
生
が

必
要
で
す
。
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
尖
閣
諸
島
沖
の
中

国
漁
船
衝
突
問
題
に
話
し
が
進
む
と
、
険
し
い
表
情
に
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
景
山
民
夫
氏
の
著
書
を
愛
読
し
て
お
り
「
ど
ん
な

人
生
に
も
敗
北
は
な
い
」
に
は
心
を
打
た
れ
て
い
ま
す
、
と
結
ば

れ
ま
し
た
。
元
気
一
杯
の
講
話
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
新
事
務

長
の
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

《
九
月
十
七
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

倫
理
研
究
所
研
究
セ
ン
タ

ー
次
長
の
三
浦
貴
史
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
『
繁
栄
の

岐
路
（
わ
か
れ
み
ち
）
』
を
テ
ー
マ
に
「
後
継
者
倫
理

塾
で
は
、
①
月
一
回
の
研
修
の
日
と
、
次
の
研
修
ま
で

の
間
が
大
事
で
、
勉
強
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。
②
必
ず
変

化
が
表
れ
、
自
分
自
身
成
長
し
て
い
ま
す
。
」
そ
し
て
、

目
に
見
え
な
い
価
値
に
つ
い
て
の
お
話
で
は
「
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
①
心
や
感
情
②
家
族
や
家
庭
③
生
命
や
自

然
、
を
大
切
に
す
る
が
上
位
に
あ
り
、
こ
れ
を
大
事
に

し
て
い
る
会
が
倫
理
法
人
会
で
す
。
ま
た
実
践
と
し
て

は
自
分
が
良
く
な
る
（
自
分
が
変
わ
る
）
②
小
さ
い
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
す
る
③
家
庭
や
家
族
を
大
切
に

す
る
。
」
等
の
ご
指
導
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

熊本出身で 6 人の子の親、三浦氏

渡辺氏（㈱アートエンディング）

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
幹
事
の
渡
辺
氏
が
「
後
継
者

倫
理
塾
で
の
様
子
と
し
て
、
自
分
が
洗
礼
さ
れ
気
持
ち

が
良
い
。
自
分
が
成
長
す
る
一
年
に
な
る
と
期
待
。
」 

そ
し
て
「
富
士
山
に
登
っ
た
時
に
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て

苦
し
か
っ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
り
違
う
こ
と
を
体
験
。

会
社
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

《
九
月
二
十
五
日
の
定
例
総
会
》 

平
成
二
十
三
年
度
の
総
会
が
、

千
間
台
西
の
松
葉
鮨
に
て
開
催
さ
れ
、
中
村
体
制
の
三
年
目
が
ス

タ
ー
ト
。
百
三
十
五
社
の
普
及
目
標
達
成
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
心
を
一
つ
に
明
る
く
楽
し
く
」
と
、
あ
ら
た
め
て
決
意
を
表
明
。 

定例総会では全議案が承認さ

れ、記念の集合写真です。 

新事務長に就任された飯田氏 
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